
プログラム 

 

１日目 10 月 1 日（土） 

  

ワークショップ 10:00～12:00 

１「臨床現場から研究を始めてみよう」 

２「薬剤師は、くすりの教育者～小学生に対する薬教育指導者養成ワークショップ～」 

 

受付 11:00～ 

 

ポスター貼付 11:00～12:30 

 

開会式 12:30～   

 

ポスター発表 13:00～14:30  奇数番号は示説 

 

シンポジウム 14:45～16:45 

   シンポジウム １ 「医薬品の安定供給と品質保証」 

座長 益山 光一（東京薬科大学） 江藤 不二子（綾部薬局） 

   シンポジスト：       

山本  剛（厚生労働省） 

 『医薬品の安定供給の対応の現状と課題（仮題）』 

     奥田 晴宏（一般財団法人医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団 

代表理事・会長）  

『医薬品の品質問題に関する国の取組と最近の課題等について（仮題）』 

     小澤 知博（汐田総合病院） 

      『病院の立場からみた医薬品の安定供給と品質問題について（仮題）』 

    橋本  登（徳永薬局） 

      『薬局の立場からみた医薬品の安定供給と品質問題について（仮題）』 

 

シンポジウム ２ 「薬剤師のキャリアマネジメント」  

座長：廣原 正宜（昭和薬科大学） 佐々木 善信（北里大学病院） 

シンポジスト： 

鏡  友純（日本薬学生連盟 東京薬科大学） 

加藤 美和（国立成育医療研究センター薬剤部レジデント） 

     佐藤 周子（シドニー大学博士課程） 



     野村 洋介（I＆H 株式会社） 

 

年会長講演 17:00～17:30 

     宮崎 生子（昭和薬科大学 社会薬学研究室 教授） 

      『社会薬学とレギュラトリーサイエンス』 

 

意見交換会 17:45～19:00（新型コロナ感染の状況によって、開催を判断します。） 

 

２日目 10 月 2 日（日） 受付 9:00～ 

 

会員総会 8:30～9:00 

 

特別講演 １ 9:30～10:30 

太田 美紀（厚生労働省 医薬・生活衛生局総務課薬事企画官/医薬情報室長） 

   『最近の薬務行政 -デジタル化に向けた検討』 

 

ポスター発表 10:45～12:15   偶数番号は示説 

    

昼 食 12:15～13:00 

 

特別講演 ２ 13:00～14:00 

Timothy F Chen, PhD, Prof. 

（シドニー大学、国際薬剤師・薬学連合 社会薬学部門プレジデント） 

    『Implementation of Quality Indicators in Primary Care in Japan』 

 

シンポジウム 14:15～16:15 

シンポジウム ３ 「新しい薬局機能」 

座長：串田 一樹（昭和薬科大学） 木村 正彦（あけぼの薬局） 

基調講演 

宮本 真司（昭和薬科大学客員教授、元厚生労働省） 

シンポジスト 

廣田 憲威（大阪ファルマプラン） 

 『当薬局法人が健康サポート薬局と地域連携薬局にこだわる理由について』 

  白石 丈也（けや木薬局） 

   『地域医療連携の中で求められる薬局の役割とは？』 

  仲山 有歩（スギ薬局） 



   『専門医療機関連携薬局の機能とは？ 

～地域の中でのこれからの役割を考えて～』 

  串田 一樹（昭和薬科大学） 

      『薬局調査から見えた連携の在り方』 

 

シンポジウム ４ 「妊婦・授乳婦に対する医薬品情報」  

座長：渡邊 伸一（帝京平成大学） 山谷 明正（国立成育医療研究センター） 

  シンポジスト 

村島 温子（国立成育医療研究センター） 

    林  昌洋（虎の門病院） 

    宮崎 生子（昭和薬科大学） 

    川邉 祐子（いとう薬局南店） 

 

授賞式・閉会式 16:30～ 


